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位
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と
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位
数
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順
序
に
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て
1

（
一
）

飯
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序
章

　
ド
イ
ツ
語
で
会
話
を
し
て
い
て
困
難
を
感
じ
る
点
の
ひ
と
つ

に
数
詞
が
あ
る
。
母
語
以
外
の
言
語
に
よ
っ
て
数
を
考
え
る
こ

と
は
一
般
に
容
易
で
は
な
い
に
違
い
な
い
が
、
と
り
わ
け
ド
イ

ツ
語
の
場
合
吐
昌
邑
N
峯
彗
N
尉
「
一
と
二
十
」
式
に
十
位
数
と

一
位
数
が
い
わ
ぱ
「
逆
転
」
す
る
た
め
、
思
考
の
流
れ
が
分
断

さ
れ
る
気
が
し
て
、
い
つ
ま
で
た
っ
て
も
馴
染
め
な
い
。
そ
れ

で
も
二
桁
ど
ま
り
の
数
一
箇
で
あ
れ
ば
何
と
か
な
る
が
、
桁
が

増
え
た
り
、
い
く
つ
か
連
続
し
て
使
わ
れ
た
り
す
る
と
、
困
難

を
き
わ
め
る
。
た
と
え
ぱ
、
ス
ー
バ
ー
の
レ
ジ
で
「
八
と
四
十

マ
ル
ク
、
五
と
九
十
ペ
ニ
ヒ
」
な
ど
と
言
わ
れ
て
一
遍
で
理
解

で
き
る
の
は
か
な
り
調
子
の
良
い
時
だ
し
、
電
話
番
号
を
「
七

と
三
十
、
三
と
四
十
、
六
と
五
十
」
式
に
二
桁
ご
と
に
切
る
言

い
方
に
至
っ
て
は
正
直
言
っ
て
お
手
上
げ
で
あ
る
。

　
こ
の
去
。
つ
に
、
ド
イ
ツ
語
の
数
詞
は
、
日
本
語
や
英
語
の
そ

れ
と
比
べ
て
か
な
り
「
不
合
理
」
な
様
相
を
呈
し
て
い
る
。
し

か
し
、
ヨ
ー
ロ
ヅ
バ
の
い
く
つ
か
の
言
語
を
観
察
し
た
だ
け
で
、

日
本
語
な
ど
の
数
詞
体
系
の
明
快
さ
が
む
し
ろ
例
外
に
属
す
る

こ
と
が
分
か
る
。
周
知
の
と
お
り
、
フ
ラ
ン
ス
語
で
は
、
六
十

九
ま
で
は
順
調
に
（
？
）
進
む
が
、
七
十
は
「
六
十
・
十
」

（
ω
◎
艮
彗
冨
－
昌
X
）
、
八
十
は
「
四
つ
の
二
十
」
（
O
畠
耳
9

く
弐
阻
ω
）
、
九
十
は
「
四
つ
の
二
十
・
十
」
（
O
§
旨
①
圭
8
曾
－

　
　
　
＾
1
）

昌
×
）
と
な
る
。
も
っ
と
極
端
な
の
は
デ
ン
で
ー
ク
語
で
、
六
〇
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を
「
三
掛
け
る
二
十
」
（
苛
①
色
ま
9
ミ
①
）
、
八
十
を
「
四
掛
け
る

二
十
」
（
～
阻
邑
9
ミ
①
）
と
言
う
の
は
ま
だ
良
い
と
し
て
、
五

十
を
「
正
2
掛
け
る
二
十
」
ま
－
斗
『
＆
色
邑
9
ミ
①
）
、
七
十
を

「
杜
2
掛
け
る
二
十
」
（
冨
－
＜
饒
①
a
ω
ま
穿
ξ
き
）
、
九
十
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
2
）

「
」
片
2
掛
け
る
二
十
L
（
霊
－
急
①
昌
9
邑
9
ミ
①
）
な
ど
と
言
う
。

。
数
詞
体
系
に
こ
の
よ
う
な
「
不
合
理
」
が
見
ら
れ
る
の
は
何

（
3
）

故
か
。
こ
の
問
い
に
対
す
る
答
え
は
言
語
の
通
時
的
考
察
に
よ

ら
ず
し
て
得
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
れ
ら
の
体

系
は
、
原
初
的
な
物
の
数
え
方
か
ら
出
発
し
た
言
語
共
同
体
が
、

そ
の
長
い
歴
史
に
お
い
て
徐
々
に
拡
充
し
ま
た
改
変
し
て
い
っ

た
数
概
念
の
集
積
に
ほ
か
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　
印
欧
語
族
は
も
と
も
と
十
進
法
の
数
詞
体
系
を
有
し
て
い
た

　
　
　
　
　
　
　
　
？
）

も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
実
際
、
こ
れ
に
属
す
る
諸
言
語
は
、

一
か
ら
十
、
そ
し
て
百
を
表
わ
す
基
数
詞
に
関
し
て
は
、
他
の

諸
語
族
に
見
ら
れ
な
い
ほ
ぼ
完
全
な
対
応
を
示
し
て
い
る
。
し

か
し
、
こ
れ
ら
以
外
の
い
わ
ば
複
合
数
詞
は
、
語
派
・
言
呈
署

と
に
多
種
多
様
で
あ
り
、
統
一
的
な
原
形
に
還
元
す
る
こ
と
は

不
可
能
で
あ
る
。
そ
れ
だ
け
に
、
こ
の
領
域
は
通
時
的
数
詞
研

究
に
と
っ
て
興
味
深
い
対
象
で
あ
る
と
圭
言
え
る
。
小
論
は
、

そ
の
一
端
と
し
て
、
冒
頭
に
挙
げ
た
ド
イ
ツ
語
の
数
詞
二
十
一

～
九
十
九
に
お
け
る
十
位
と
一
位
の
「
逆
転
」
現
象
を
、
ゲ
ル

マ
ン
語
史
の
流
れ
の
中
で
位
置
づ
け
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
一
　
現
代
ゲ
ル
マ
ン
諸
語
に
お
け
る
二
桁
数

　
ま
ず
手
始
め
に
、
現
代
の
ゲ
ル
マ
ン
諸
語
の
数
詞
二
十
一

～
九
十
九
に
お
け
る
十
位
と
一
位
の
順
序
を
概
観
し
て
み
た
い
。

雅
語
・
方
言
等
特
殊
な
形
を
度
外
視
す
る
と
、
お
お
む
ね
次
頁

の
表
の
よ
う
な
状
況
と
な
っ
て
い
る
。

　
い
わ
ゆ
る
犬
陸
西
ゲ
ル
マ
ン
語
（
フ
リ
ジ
ア
語
～
イ
デ
ィ
ヅ

シ
ュ
語
）
に
お
い
て
「
一
位
十
十
位
」
が
支
配
的
で
あ
る
点
を

除
く
と
、
か
な
り
バ
ラ
ツ
キ
の
あ
る
分
布
と
言
え
よ
う
。
特
に

北
欧
語
（
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
語
～
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
語
）
相
互
間
に

お
け
る
不
一
致
が
目
に
付
く
。
こ
の
よ
う
な
分
布
が
如
何
に
し

て
生
じ
た
か
は
、
に
わ
か
に
想
像
し
が
た
い
。
そ
こ
で
以
下
に
、

各
言
語
（
語
群
）
の
二
桁
数
の
在
り
方
を
時
代
毎
に
調
査
し
、

そ
の
変
還
を
跡
付
け
て
ゆ
き
た
い
。
そ
し
て
、
も
し
可
能
で
あ

れ
ぱ
、
い
ず
れ
の
形
式
が
ゲ
ル
マ
ン
語
本
来
の
も
の
で
あ
る
か

を
探
り
出
し
た
い
と
思
う
。
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「十位十一位」 「一位十十位」

アイスランド語 十 一

フェ回一語 （十） 十

ノルウェー語 十 十

デンマーク語 （十） 十

スウェーデン語 十 ■

英語 十 ’

フリジア語 ■ 十

オランダ語 ■ 十

アフリカーンス語 一 十

ドイツ語 一 十

イデイヅシュ語 一 十

ニ
　
ゴ
ー
ト
語
に
お
け
る
二
桁
数

　
ヴ
ァ
ン
ダ
ル
・
ブ
ル
グ
ン
ト
ほ
か
の
東
ゲ
ル
マ
ン
諸
部
族
の

言
語
が
固
有
名
詞
な
ど
を
残
す
の
み
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
ゴ

ー
ト
語
は
か
な
り
の
量
の
資
料
を
伝
え
て
い
る
。
そ
の
大
き
な

部
分
を
占
め
る
の
が
、
西
ゴ
ー
ト
人
司
教
事
巨
繧
凹
（
一
一
二

一
？
～
三
八
三
）
が
訳
出
し
た
聖
書
で
、
新
約
の
お
よ
そ
半
分

と
ネ
ヘ
ミ
ヤ
記
の
断
片
が
現
存
す
る
。
そ
し
て
、
こ
の
ほ
か
に

も
、
窯
9
『
9
易
と
呼
ぱ
れ
る
ヨ
ハ
ネ
伝
註
解
の
断
片
（
五
世

紀
？
）
な
ど
、
い
く
つ
か
の
小
文
献
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
ゴ

ー
ト
語
は
現
在
伝
わ
る
ゲ
ル
マ
ン
語
資
料
と
し
て
は
圧
倒
的
に

古
い
時
代
に
属
す
る
（
他
の
ゲ
ル
マ
ン
諸
語
は
、
ル
ー
ネ
碑
文

等
を
除
く
と
、
早
く
と
も
八
世
紀
こ
ろ
か
ら
伝
承
さ
れ
て
い
る

に
す
ぎ
な
い
）
た
め
、
数
詞
研
究
に
と
っ
て
も
貴
重
な
情
報
源

で
あ
る
こ
と
に
疑
い
は
な
い
。
し
か
し
、
残
念
な
こ
と
に
、
こ

こ
で
は
た
い
て
い
の
場
合
数
詞
は
ゴ
ー
ト
文
字
に
よ
る
数
記
号

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

（
い
わ
ば
ゴ
ー
ト
数
字
）
で
表
示
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、

・
一
〕
・
「
二
」
、
・
斥
げ
・
「
二
十
二
」
、
・
県
ず
・
「
二
百
二
十
二
」

と
い
っ
た
具
合
で
あ
る
（
す
べ
て
ロ
ー
マ
字
に
転
写
し
た
）
。

特
に
二
桁
以
上
の
数
に
あ
っ
て
は
、
単
語
と
し
て
表
記
さ
れ
る

の
は
か
な
り
稀
で
あ
る
。
一
部
が
数
記
号
で
表
さ
れ
て
い
る
も

の
も
含
め
て
、
我
々
の
考
察
の
参
考
に
な
り
う
る
の
は
、

峯
邑
雪
～
聖
書
中
の
次
の
数
例
の
み
で
あ
ろ
う
。

　
名
彗
a
ω
・
斥
・
－
娑
・
？
「
二
十
と
五
ス
タ
デ
ィ
オ
ン
」

　
　
1
1
§
ミ
O
ξ
㎞
ミ
O
S
良
ミ
o
（
－
ブ
9
H
㊤
）

　
・
①
・
－
註
・
斥
・
3
圏
「
五
と
二
十
番
目
の
日
」

744　
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1
ー
ミ
晋
ミ
§
X
良
市
ミ
斗
9
（
Z
9
9
H
蜆
）

　
㎞
實
二
・
－
亭
彗
冨
H
「
三
十
と
二
番
目
の
年
」

　
　
1
1
㎞
さ
男
S
ミ
、
o
ミ
o
⇔
、
ミ
亭
S
普
o
e
（
Z
①
ゴ
“
崖
）

　
・
5
・
O
印
O
q
①
－
監
・
げ
・
「
五
十
の
日
と
二
」

　
　
1
1
§
ミ
膏
ミ
§
、
ミ
ま
δ
き
昔
ミ
η
（
2
①
－
9
崖
）

　
甘
篶
娑
3
暮
9
冒
3
註
雷
峯
O
『
「
八
十
と
四
年
」

　
　
1
－
～
吋
引
ミ
㌫
喜
心
、
O
ミ
蔓
鶉
喜
e
ミ
（
－
片
“
ω
べ
）

　
邑
昌
試
ブ
巨
冒
O
－
監
・
＝
・
「
九
十
と
八
」

　
　
1
1
～
δ
喜
き
、
§
、
之
｝
X
吋
＄
（
Z
9
べ
し
H
）

　
邑
冒
苛
巨
邑
－
筈
邑
昌
「
九
十
と
九
」

　
　
1
1
讐
豊
膏
ミ
ポ
帆
ミ
ぎ
一
冥
員
杜
）

　
邑
冒
8
す
‘
目
昌
二
亭
邑
昌
①
「
九
十
と
九
」

　
　
1
1
～
罵
喜
ミ
o
ミ
§
讐
艮
ミ
（
－
斤
H
9
べ
）

　
上
記
の
う
ち
、
「
一
と
二
十
」
型
を
示
し
て
い
る
の
は
、
二
番

目
の
例
の
み
で
、
他
は
す
べ
て
「
二
十
と
一
」
型
と
な
っ
て
い

る
。
し
か
し
、
い
ず
れ
の
ケ
ー
ス
に
お
い
て
も
十
位
数
と
一
位

数
の
順
序
は
ギ
リ
シ
ャ
語
原
典
と
完
全
に
一
致
し
て
お
り
、

ミ
邑
曽
印
の
翻
訳
が
一
般
に
原
典
に
忠
実
で
あ
る
こ
と
も
併
せ

て
考
慮
す
る
と
、
多
数
派
の
「
二
十
と
一
」
型
を
以
て
ゴ
ー
ト

語
本
来
の
方
式
で
あ
る
と
は
に
わ
か
に
認
め
が
た
い
。
四
例
に

お
い
て
、
原
典
に
な
い
－
導
「
と
」
（
、
良
）
が
現
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
こ
の
接
続
詞
の
使
用
を
ゴ
ー
ト
語
固
有
の
も
の
と
考
え

る
こ
と
は
或
い
は
可
能
か
も
知
れ
な
い
が
、
十
位
数
と
一
位
数

の
配
列
に
関
し
て
は
解
答
を
保
留
せ
ざ
る
を
得
ま
い
。
ま
た
、

こ
れ
ち
の
い
わ
ば
加
算
的
表
現
の
ほ
か
に
、
減
算
法
の
例
と
し

て
巨
峯
o
『
饒
管
島
巴
§
昌
昌
印
ξ
彗
彗
ω
「
一
を
欠
く
四
十

（
三
十
九
）
」
（
N
丙
　
H
一
　
達
）
が
あ
る
が
、
こ
れ
も
原
典
の

鶉
§
雲
ミ
蔓
ミ
㌧
ミ
ミ
の
直
訳
で
あ
り
、
ゴ
「
ト
語
本

来
の
言
い
回
し
か
否
か
は
判
断
で
き
な
い
。
ゴ
ー
ト
語
が
二
桁

以
上
の
数
表
現
に
関
す
る
資
料
を
質
的
・
量
的
に
十
分
な
範
囲

で
伝
え
て
い
な
い
の
は
返
す
が
え
す
も
残
念
で
あ
る
。
な
お
、

い
わ
ゆ
る
ク
リ
ミ
ア
ゴ
ー
ト
語
（
十
六
世
紀
）
は
端
数
の
あ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

二
十
以
上
の
数
詞
を
伝
え
て
い
な
い
。

一
一
一
古
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
語
に
お
け
る
二
桁
数

　
本
章
で
は
、
サ
ガ
・
エ
ヅ
ダ
・
ス
カ
ル
ド
詩
と
い
っ
た
オ
リ

ジ
ナ
リ
テ
ィ
ー
の
あ
る
諸
作
品
を
残
し
、
古
北
欧
諸
語
の
中
で

も
言
語
学
的
・
文
献
学
的
に
最
も
重
要
な
言
語
で
あ
る
古
ア
イ
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（
7
）

ス
ラ
ン
ド
語
の
状
況
を
調
べ
て
み
た
い
。

　
古
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
語
に
お
け
る
端
数
を
持
つ
二
桁
数
の
形
式

の
う
ち
比
較
的
良
く
観
察
さ
れ
る
の
は
「
一
と
二
十
」
型
で
、

た
と
え
ぱ
、
む
α
s
鼻
ざ
ヰ
⊆
管
∋
①
昌
「
四
と
二
十
の
男
た

ち
」
（
ξ
巴
ω
窪
σ
q
凹
＄
ら
）
と
な
る
。
そ
の
際
、
し
ば
し
ぱ
－
＜

き
胃
鼻
＊
×
「
四
の
冬
（
年
）
と
二
十
」
（
穴
ユ
ω
旨
二
嵩
與
H
戸

ト
）
の
よ
う
に
、
名
詞
が
間
に
割
っ
て
入
る
。
ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ

の
数
詞
の
後
に
名
詞
が
置
か
れ
、
①
葦
県
号
鼻
＆
讐
ま
①
q
⊆

ω
ζ
寝
「
一
艘
の
船
と
二
十
艘
の
船
」
（
O
－
8
ω
ξ
＼
≦
往
易
ω
昌

■
㊤
鼻
ω
．
s
㊤
所
載
の
例
）
と
も
な
り
う
る
。
従
っ
て
、
同
じ

「
一
と
二
十
」
型
で
も
、
現
代
ド
イ
ツ
語
の
9
昌
邑
N
奏
竃
N
厨

と
比
べ
て
、
は
る
か
に
ゆ
る
や
か
な
結
合
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

な
お
、
年
齢
に
関
し
て
は
、
前
置
詞
昌
口
を
用
い
て
臣
昌

訂
～
o
。
き
弐
冒
－
耳
－
巨
曾
「
彼
は
二
十
を
八
越
す
冬
を
持
っ

て
い
る
（
二
⊥
1
八
歳
で
あ
る
）
」
（
睾
旨
完
二
H
彗
“
団
P
仰
ω
一

お
①
所
載
の
例
）
と
い
う
表
現
も
可
能
で
あ
る
。

　
一
方
、
「
二
十
と
一
」
型
も
古
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
語
期
か
ら
例
証

さ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ぱ
、
冨
マ
急
；
＊
＊
鼻
冒
－
『
「
彼
ら

は
二
十
と
三
人
で
あ
っ
た
」
（
曽
帥
豪
竃
霜
O
斤
＝
帆
豪
『
呉
斥
印

岩
ふ
）
。
特
に
、
三
桁
以
上
の
数
の
場
合
、
×
；
旨
串
a
く
g
量

〆
■
鼻
9
昌
く
①
旨
「
十
一
百
の
冬
・
四
十
と
一
の
冬
（
千
百

四
十
一
年
）
」
（
宙
昌
唄
く
算
螂
員
o
。
）
の
よ
う
に
、
こ
の
型
が

好
ま
れ
た
か
も
知
れ
な
い
。
ま
た
、
宍
＊
＊
串
凹
o
〆
＜
－
苧
「
三

十
年
と
六
年
」
（
琴
璋
艮
ω
嵩
顯
H
べ
し
）
の
よ
う
に
、
十
位
数

と
一
位
数
に
そ
れ
ぞ
れ
名
詞
を
付
す
型
も
見
受
け
ら
れ
る
。

　
次
に
、
古
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
語
特
有
の
「
X
番
目
の
十
の
y
」

と
言
う
形
式
に
も
触
れ
ね
ぱ
な
ら
な
い
。
た
と
え
ば
、
ω
盲
目

き
旨
竃
ω
ω
寸
冒
麸
匡
胴
彗
「
七
番
目
の
■
十
の
七
の
冬
」

（
－
買
O
邑
印
ω
鍔
｝
べ
O
。
し
）
は
「
六
十
七
の
冬
」
を
意
味
す
る
。

つ
ま
り
、
「
六
十
七
」
は
「
六
十
」
と
「
七
十
」
と
い
う
二
つ
の

い
わ
ぱ
閾
（
ω
争
ミ
①
昌
Φ
）
の
間
に
位
置
す
る
数
値
で
あ
る
が
、

こ
れ
を
通
例
我
々
が
行
な
っ
て
い
る
よ
う
に
下
の
閾
に
基
づ
い

て
表
示
す
る
の
で
は
な
く
、
上
の
閾
に
拠
っ
て
示
し
て
い
る
の

で
あ
る
。
雪
①
昌
目
ぎ
o
q
雪
（
■
湯
o
〇
一
困
o
・
一
一
ω
．
o
o
o
o
）
は
こ
れ
を

○
ぼ
易
9
ξ
①
＝
8
墨
巨
旨
o
q
な
い
し
は
o
げ
g
塁
巨
冒
胴
と
呼
ん

　
（
8
）

で
い
る
。
こ
の
用
法
は
か
な
り
広
く
普
及
し
て
い
た
よ
う
で
、

〇
一
S
ω
耳
＼
≦
o
q
巨
霧
9
（
■
㊤
蜆
メ
ω
・
畠
o
）
に
も
十
指
に
余
る
用

例
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
。
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古
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
語
に
は
、
上
記
の
ほ
か
に
、
端
数
付
き
二

桁
数
の
な
お
い
く
つ
か
の
バ
タ
ー
ン
が
観
察
さ
れ
る
。
端
数

「
五
」
を
持
つ
数
は
、
麸
事
冒
曇
8
宵
昌
印
昌
｝
「
杜
2
の
十

（
二
十
五
）
の
男
た
ち
」
（
■
翼
0
8
5
竃
鷺
①
。
。
し
）
、
つ
ま
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
9
）

．
、
守
葦
訂
冒
冒
巴
s
；
，
．
の
よ
う
に
表
す
こ
と
も
で
き
る
。

ま
た
、
ξ
尋
「
十
二
」
を
単
位
と
す
る
乗
算
に
よ
る
冒
①
昌
實

ξ
豪
オ
昌
｝
昌
ψ
「
三
つ
の
十
二
（
三
十
六
）
の
男
た
ち
」
（
向
暫
尿

ω
鍔
凹
㎝
9
S
）
、
さ
ら
に
は
憲
罵
む
α
『
富
ξ
旨
↓
「
1
坊
の
十

二
（
四
十
二
）
の
者
た
ち
」
（
ξ
堅
ω
竃
電
H
圭
き
）
、
つ
ま
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
1
0
）

．
、
ま
①
斗
訂
寄
昌
巴
N
ξ
賢
．
．
等
も
し
ば
し
ぱ
見
ら
れ
る
。
減
算

式
の
9
冒
①
ま
津
昌
－
冒
8
冒
ぎ
二
据
o
冒
「
三
十
よ
り
一
少

な
い
夜
（
二
十
九
夜
）
」
（
葭
9
ω
－
R
，
H
㊤
3
ω
．
O
。
①
所
載
の
例
）

は
、
ラ
テ
ン
語
の
冒
宗
く
厨
巨
巨
「
二
十
マ
イ
ナ
ス
一
（
十

九
）
」
、
ギ
リ
シ
ャ
語
の
き
δ
～
ま
ミ
寓
η
｛
ミ
§
…
§
「
二
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
u
〕

欠
く
三
十
（
二
十
八
）
」
等
と
比
較
し
う
る
。
減
算
式
は
、
上
述

の
憲
亭
冒
昏
ε
宵
式
と
併
用
さ
れ
る
こ
と
も
可
能
で
、
忌

§
ω
訂
昌
き
旨
①
昌
旨
5
曽
－
｝
豪
異
ξ
宵
「
そ
の
時
彼
は
五

十
五
に
一
冬
（
歳
）
足
り
な
か
っ
た
」
（
匡
8
昌
長
ぎ
鼻
鼻

旨
）
等
の
例
証
が
あ
る
。

　
以
上
概
観
し
て
き
た
よ
う
に
、
古
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
語
に
お
け

る
端
数
付
き
二
桁
数
は
実
に
様
々
な
バ
タ
ー
ン
を
示
し
て
い
る
。

し
か
も
、
検
討
し
て
き
た
諸
例
は
、
大
半
が
十
二
～
十
三
世
紀

の
散
文
（
サ
ガ
）
か
ら
の
も
の
で
あ
り
、
雅
語
や
詩
的
バ
リ
エ

ー
シ
目
ン
と
い
っ
た
特
殊
事
情
に
帰
す
こ
と
は
必
ず
し
も
妥
当

で
は
な
い
。
む
し
ろ
、
十
二
を
単
位
と
す
る
算
法
や
O
σ
①
『
－

ω
9
ξ
邑
彗
N
曽
－
冒
血
目
な
ど
は
民
間
に
流
布
し
た
物
の
数
え
方

の
反
映
と
見
る
べ
き
か
も
知
れ
な
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
同
一

の
数
に
対
し
て
い
く
つ
も
の
表
現
の
仕
方
が
並
存
し
て
い
た
こ

と
は
ま
ぎ
れ
も
な
い
事
実
で
あ
っ
て
、
我
々
に
と
っ
て
の
問
題

は
い
ず
れ
が
中
核
的
な
数
表
現
で
あ
っ
た
か
と
い
う
こ
と
に
な

る
。
今
回
の
調
査
に
お
い
て
は
、
資
料
の
時
代
的
・
数
量
的
分

析
が
不
十
分
で
あ
る
た
め
、
決
定
的
な
解
答
を
出
す
こ
と
は
で

き
な
い
。
こ
こ
で
は
、
現
代
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
語
の
「
二
十
と
二

型
が
、
古
期
に
お
い
て
は
決
し
て
支
配
的
な
形
式
で
は
な
く
、

「
一
と
二
十
」
型
や
O
訂
易
9
ミ
①
＝
8
墨
巨
昌
①
q
が
少
な
く
と

も
同
等
の
勢
力
を
持
つ
穴
昌
ぎ
貝
彗
け
昌
と
し
て
存
在
し
て
い

た
こ
と
を
確
認
す
る
に
と
ど
め
る
。

450
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四
　
近
代
北
欧
諸
語
に
お
け
る
二
桁
数

　
本
章
で
は
、
近
．
現
代
北
欧
諸
語
に
お
け
る
二
桁
数
の
状
況

を
、
西
か
ら
東
へ
と
順
を
追
っ
て
見
て
ゆ
く
。

　
北
欧
語
中
最
西
端
に
位
置
す
る
現
代
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
語
は
、

ゲ
ル
マ
ン
諸
語
の
う
ち
で
も
最
も
複
雑
な
文
法
体
系
を
保
持
し

て
い
る
ア
ル
カ
イ
ツ
ク
な
言
語
で
あ
る
が
、
こ
と
二
桁
の
数
詞

に
関
し
て
但
前
章
で
述
べ
た
多
様
性
を
ほ
ぽ
完
全
に
喪
失
し
、

も
っ
ぱ
ら
ε
；
』
管
O
①
q
①
巨
箏
「
二
十
と
一
」
と
い
っ
た
「
合
理

的
」
な
方
式
を
取
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
接
続
詞
「
と
」
が
入

り
分
か
ち
書
き
と
な
っ
て
い
る
点
に
多
少
の
古
風
を
残
し
て
い

る
が
、
配
列
に
関
し
て
は
英
語
な
ど
と
同
じ
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
こ
の
「
二
十
と
二
型
以
外
に
は
、
古
語
の
憲
辱
冒
肇

8
宵
に
由
来
す
る
麸
辱
幸
目
管
『
「
三
十
五
歳
の
」
等
や
、

5
昌
ぎ
巨
『
b
ユ
叫
…
－
葺
巨
智
「
彼
は
二
十
鼠
を
三
つ
過
ぎ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
〕

て
い
る
」
等
の
年
齢
表
現
が
見
ら
れ
る
程
度
で
あ
る
。

　
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
と
ス
コ
ヅ
ト
ラ
ン
ド
の
中
間
に
位
置
す
る
フ

ェ
ロ
ー
諸
島
で
話
さ
れ
る
フ
ェ
ロ
ー
語
は
、
北
欧
の
西
方
グ
ル

ー
フ
に
属
す
る
言
語
（
方
言
群
）
で
あ
り
、
同
グ
ル
ー
プ
に
属

す
る
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
語
に
次
い
で
古
風
な
特
徴
を
備
え
て
い
る
。

同
諸
島
は
、
二
二
八
○
年
以
来
デ
ン
マ
ー
ク
の
統
治
下
に
あ
る

た
め
（
一
九
四
八
年
以
降
自
治
領
）
、
長
期
に
わ
た
っ
て
フ
ェ
ロ

ー
語
．
デ
ン
マ
ー
ク
語
の
二
言
語
併
用
が
存
続
し
、
特
に
学
校

や
官
公
庁
で
は
デ
ン
マ
ー
ク
語
が
使
用
さ
れ
て
き
た
。
そ
の
結

果
、
フ
ェ
回
－
語
に
は
語
彙
借
用
を
は
じ
め
と
し
て
デ
ン
マ
ー

ク
語
か
ら
受
け
た
様
々
な
影
響
が
観
察
さ
れ
る
。
こ
の
影
響
は

数
詞
に
も
お
よ
ぴ
、
序
章
で
述
べ
た
デ
ン
マ
ー
ク
語
の
二
十
進

法
的
数
詞
が
、
冨
奉
q
邑
易
け
旨
管
「
五
十
」
、
弐
静
ぎ
豊
昼
目

「
六
十
」
、
思
－
＜
d
①
＆
色
易
旦
畳
一
』
「
七
十
」
、
茸
易
弐
豊
O
管
「
八

十
」
、
冨
一
弐
①
昌
色
易
↓
旨
管
「
九
十
」
と
し
て
受
け
い
れ
ら
れ
て

（
1
3
〕

い
る
。
こ
の
種
の
表
現
が
フ
ェ
ロ
i
語
本
来
の
も
の
で
な
い
こ

と
は
、
ω
く
き
o
（
一
八
二
四
年
没
）
の
十
八
世
紀
末
の
語
彙
集

に
、
伝
来
の
b
旨
巨
「
五
十
」
、
ω
異
饒
「
六
十
」
等
々
の
み
が
記

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
M
）

録
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
分
か
る
。
し
か
し
、
十
九
世
紀
末

の
曽
ρ
昌
昌
①
易
ま
ざ
げ
（
一
九
〇
九
年
没
）
の
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー

に
は
、
す
で
に
デ
ン
マ
ー
ク
式
が
一
般
的
で
あ
る
と
述
べ
ら
れ

　
（
1
5
〕

て
い
る
。
困
『
～
目
目
昌
邑
－
胃
（
H
㊤
胃
一
ω
I
N
寄
）
は
、
こ
の
デ
ン
マ

ー
ク
式
の
移
入
の
時
期
を
十
九
世
紀
末
に
想
定
し
て
い
る
が
、
　
　
伽
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曽
”
昌
旨
①
易
ぎ
ぎ
ず
の
証
言
を
考
慮
す
る
と
、
そ
の
時
期
は
も

う
少
し
早
ま
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
－
o
鼻
峯
o
a
（
。
畠
；

ω
・
震
）
に
よ
る
と
、
今
日
で
も
デ
ン
マ
ー
ク
式
の
数
詞
が
一
般

的
で
あ
る
が
、
放
送
な
ど
を
中
心
に
、
北
欧
語
本
来
の
舳
冒
巨

等
を
復
活
さ
せ
よ
う
と
す
る
動
き
も
あ
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

こ
二
で
、
我
々
ル
主
た
る
関
心
事
で
あ
る
端
数
付
き
二
桁
数
に

目
を
向
け
て
み
る
と
、
デ
ン
マ
ー
ク
式
の
場
合
は
①
冒
o
o
q

麸
－
茸
q
色
富
片
旨
唱
「
一
と
五
十
」
の
順
序
と
な
り
、
伝
来
の

形
式
の
場
合
は
逆
に
｛
目
広
①
ま
「
五
十
一
」
の
順
と
な
る
の
が

規
則
で
あ
る
と
言
う
（
－
o
鼻
峯
8
♀
p
』
．
O
．
）
。
し
か
し
、
後

老
の
規
則
が
比
較
的
近
年
の
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
フ
ェ
ロ
ー

語
訳
新
約
聖
書
（
一
九
三
七
年
）
に
一
方
で
コ
耐
町
q
言
o
①
q
コ
ま

「
九
と
九
十
」
（
竃
吋
員
嵩
）
等
が
、
他
方
で
ω
旨
巨
O
胴
ぎ
冒

「
七
十
五
」
（
＞
轟
“
崖
）
が
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
理

　
　
　
＾
1
6
）

解
さ
れ
る
。
こ
の
点
に
お
い
て
も
、
フ
ェ
ロ
ー
語
は
隣
接
す
る

ア
イ
ス
ラ
ン
ド
語
と
異
な
る
様
相
を
呈
し
て
い
る
。

　
現
代
ノ
ル
ウ
ェ
ー
語
に
は
ブ
ー
ク
モ
i
ル
（
げ
艮
昌
竺
と
ニ

ュ
ー
ノ
シ
ュ
ク
（
ξ
目
◎
『
島
）
の
二
つ
の
文
章
語
が
存
在
す
る

が
、
こ
こ
で
は
多
数
派
の
ブ
ー
ク
モ
ー
ル
に
関
し
て
見
て
ゆ
く

こ
と
に
す
る
。
ブ
ー
ク
モ
ー
ル
は
、
二
二
八
○
年
か
ら
一
八
一

四
年
に
至
る
デ
ン
マ
ー
ク
と
の
同
君
連
合
の
時
代
に
ノ
ル
ウ
ェ

ー
の
文
章
語
の
地
位
を
占
め
て
い
た
デ
ン
マ
ー
ク
語
を
基
礎
と

し
、
十
九
世
紀
以
来
漸
次
ノ
ル
ウ
ェ
ー
語
的
要
素
を
加
え
て
育

成
さ
れ
て
き
た
言
語
で
あ
る
。
従
っ
て
、
デ
ン
マ
ー
ク
語
の
知

識
さ
え
あ
れ
ば
難
な
く
読
む
こ
と
が
で
き
る
ほ
ど
デ
ン
マ
ー
ク

語
に
似
て
い
る
（
発
音
は
別
）
が
、
こ
と
（
端
数
の
無
い
）
二

桁
数
に
関
し
て
は
そ
の
影
響
を
基
本
的
に
免
れ
て
い
る
。
つ
ま

り
、
序
章
に
述
べ
た
よ
う
な
二
十
進
法
的
数
詞
で
は
な
く
、
ノ

ル
ウ
ェ
ー
語
本
来
の
口
冨
（
け
茗
①
）
「
二
十
」
、
旨
9
巨
（
言
＆
き
）

「
三
十
」
、
｛
膏
ま
（
ミ
昌
）
「
四
十
」
、
守
昌
巨
「
五
十
」
、
器
訂
饒
「
六

十
」
、
望
匡
「
七
十
」
、
ψ
巨
「
八
十
」
、
邑
ま
「
九
十
」
を
用
い

て
い
る
（
カ
ヅ
コ
内
の
ξ
き
等
は
デ
ン
マ
ー
ク
語
的
語
形
）
。

次
に
、
問
題
の
端
数
付
き
二
桁
数
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
デ
ン
マ

ー
ク
語
と
同
じ
く
9
0
阻
ミ
①
「
一
と
二
十
」
式
の
配
列
と
な

る
。
団
5
冒
昌
邑
－
實
（
畠
㊤
ポ
o
o
・
H
器
）
は
、
こ
の
形
式
を
デ
ン

マ
ー
ク
語
か
ら
受
け
継
が
れ
た
（
暮
雪
ぎ
冒
冒
8
）
も
の
と
見

な
し
て
い
る
。
驚
く
べ
き
こ
と
に
、
一
九
五
一
年
の
国
会

（
望
昌
饒
目
胴
g
）
に
お
い
て
、
こ
の
よ
う
な
二
桁
数
を
ご
亮
g

2
．54
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「
二
十
一
」
の
ご
と
く
「
合
理
的
」
配
列
に
直
す
決
議
が
な
さ
れ

た
と
言
う
。
し
か
し
、
今
日
な
お
「
一
と
二
十
」
式
が
年
配
の

人
々
や
イ
ン
フ
才
ー
マ
ル
き
言
葉
使
い
に
お
い
て
は
根
強
く
生

き
延
び
て
い
る
そ
う
で
あ
る
（
｝
冨
冒
昌
昌
P
與
・
P
ρ
）
。

我
々
か
ら
見
れ
ぱ
き
わ
め
て
馴
染
み
に
く
い
「
一
と
二
十
」
式

で
あ
る
が
、
こ
れ
で
生
ま
れ
育
っ
た
人
々
は
、
こ
の
習
慣
を
や

す
や
す
と
改
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
ろ
う
。

　
デ
ン
マ
ー
ク
語
は
序
章
で
も
触
れ
た
と
お
り
特
異
な
二
桁
数

五
十
～
九
十
を
有
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
中
世
後
期
に
在
来
の

十
進
法
的
数
詞
に
取
っ
て
代
わ
っ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
間
の

事
情
を
ω
ぎ
鼻
『
ξ
（
畠
ミ
一
ω
・
畠
）
は
次
の
よ
う
に
叙
述
し
て

い
る
（
角
カ
ヅ
コ
内
は
論
者
の
註
記
）
「
複
合
的
数
表
現
五
十
・

六
十
・
七
十
・
八
十
・
九
十
に
は
、
お
そ
ら
く
カ
ル
マ
ル
同
盟

時
代
〔
二
二
九
七
～
一
五
二
三
〕
に
二
十
を
単
位
と
す
る
数
え

方
が
浸
透
し
た
。
こ
れ
は
初
期
中
デ
ン
マ
ー
ク
語
〔
一
一
〇
〇

～
二
二
五
〇
〕
で
は
ユ
ト
ラ
ン
ド
の
資
料
に
観
察
す
る
こ
と
が

で
き
る
（
フ
レ
ン
ス
ブ
ル
ク
市
法
〔
写
本
一
三
〇
〇
年
頃
〕
一

饒
旨
ω
ぎ
巨
長
ぼ
〔
四
掛
け
る
二
十
〕
）
が
、
東
デ
ン
マ
ー
ク
方
言

に
お
い
て
は
十
進
法
的
数
え
方
が
支
配
的
で
あ
っ
た
（
シ
ェ
ラ

ン
教
会
法
〔
写
本
一
四
〇
〇
年
頃
〕
一
ω
ミ
q
長
巨
H
七
十
）
。

初
め
は
－
9
邑
①
－
（
－
色
邑
ω
・
）
〔
掛
け
る
〕
に
よ
る
構
成
は
十
進
法

的
表
現
に
適
用
さ
れ
（
た
と
え
ぱ
o
鶉
3
　
U
曽
冒
冒
一
で
は

ま
篶
ξ
奉
①
q
ブ
弟
〔
三
十
〕
が
卑
o
鼻
ぎ
巨
＞
雪
写
本
〔
十
五
世

紀
初
頭
〕
に
、
一
方
苧
『
湯
滝
コ
饒
長
ブ
〔
三
掛
け
る
十
〕
⊥
二
十

が
ω
8
o
事
〇
一
昌
｝
ミ
写
本
〔
同
時
期
〕
に
見
ら
れ
る
〔
中

略
〕
）
、
そ
の
後
に
叙
上
の
数
〔
五
十
～
九
十
〕
に
お
け
る
二
十

進
法
的
数
え
方
が
導
入
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
L
こ
の
よ
う
な
数

え
方
の
起
源
を
、
■
印
昌
昌
①
ユ
9
（
H
畠
9
ω
」
H
）
は
中
世
後
期

の
工
ー
レ
海
峡
に
お
け
る
鯨
漁
と
そ
の
売
買
に
求
め
て
い
る
。

こ
の
時
代
以
来
今
日
に
至
る
ま
で
、
デ
ン
マ
ー
ク
人
た
ち
は
頑

に
二
十
進
法
を
守
っ
て
い
る
が
、
現
代
で
は
序
章
に
挙
げ
た
よ

う
な
本
来
の
長
々
し
い
語
形
は
あ
ま
り
好
ま
れ
ず
、

・
色
邑
ω
ξ
く
①
の
最
初
の
S
だ
け
を
残
し
た
短
形
ぎ
ξ
『
＆
伽
「
五

十
」
、
弓
窃
「
六
十
」
、
－
竺
＜
d
雪
康
「
七
十
」
、
津
ω
「
八
十
」
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
1
7
）

臣
－
く
思
旨
吻
「
九
十
」
が
日
常
的
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
こ
う
な

る
と
、
特
に
苛
窃
「
六
十
」
と
旨
①
「
三
」
、
～
ω
「
八
十
」
と
～
①

「
四
」
が
酷
似
し
て
き
て
、
外
霞
人
に
と
っ
て
は
ま
す
ま
す
も
っ

て
手
に
負
え
な
い
。
さ
て
、
二
れ
ら
の
二
桁
数
に
一
位
数
が
付
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加
さ
れ
る
場
合
、
「
一
位
と
十
位
」
の
型
に
な
る
の
が
今
日
の
原

則
で
あ
る
が
、
こ
の
原
則
が
必
ず
し
も
例
外
を
許
さ
な
い
も
の

で
な
か
っ
た
こ
と
は
、
た
と
え
ぱ
一
五
二
四
年
に
ヴ
ィ
ッ
テ
ン

ベ
ル
ク
で
刊
行
さ
れ
た
ク
リ
ス
テ
ィ
ア
ン
ニ
世
聖
書
に
少
数
で

は
あ
る
が
ζ
毒
①
目
色
己
①
芽
』
零
8
コ
ψ
「
九
十
と
九
」
（
－
斤

旨
し
）
や
号
昌
巨
＝
O
q
①
8
詔
X
「
四
十
と
六
」
（
旨
ド
曽
）
と

い
っ
た
例
証
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
も
分
か
る
。
い
ず
れ
の
配

列
が
デ
ン
で
ー
ク
語
本
来
の
も
の
で
あ
っ
た
か
に
つ
い
て
は
、

特
に
古
デ
ン
マ
ー
ク
語
の
資
料
を
広
範
囲
に
調
査
し
て
か
ら
で

な
い
と
何
も
言
え
な
い
が
、
古
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
語
の
事
例
を
考

慮
す
る
と
、
い
く
つ
か
の
方
式
が
並
存
し
て
い
た
の
で
は
な
い

か
と
思
わ
れ
る
。
な
お
、
近
年
特
に
金
融
・
通
信
な
ど
の
分
野

に
お
い
て
、
北
欧
語
本
来
の
庁
昌
庄
「
五
十
」
、
器
訂
饒
「
六

十
」
、
貨
茸
－
「
七
十
」
、
O
ま
「
八
十
」
、
邑
巨
「
九
十
」
が
使
わ
れ

る
こ
と
が
あ
り
、
そ
の
際
に
は
守
冒
饒
8
「
五
十
こ
の
ご
と

く
十
位
が
一
位
に
先
行
す
る
と
言
う
。
し
か
し
、
こ
の
種
の
表

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
1
8
）

現
は
一
般
に
は
ほ
と
ん
ど
浸
透
し
て
い
な
い
ら
し
い
。

　
最
後
に
、
デ
ン
マ
ー
ク
語
と
と
も
に
北
欧
語
の
東
方
グ
ル
ー

プ
に
属
す
る
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
語
の
状
況
を
見
て
み
る
。
こ
こ
で

は
、
不
思
議
な
こ
と
に
、
北
欧
諸
語
の
西
端
に
位
置
す
る
ア
イ

ス
ラ
ン
ド
語
と
同
じ
「
十
位
十
一
位
」
の
順
序
が
も
っ
ぱ
ら
用

い
ら
れ
て
い
る
。
し
か
も
、
接
続
詞
0
9
「
と
」
も
入
ら
ず
、
続

け
書
き
で
旦
長
O
昌
「
二
十
一
」
と
い
っ
た
形
に
な
る
。
他
の

北
欧
諸
語
に
お
け
る
混
沌
を
概
観
し
て
き
た
目
に
は
い
さ
さ
か

物
足
り
な
い
く
ら
い
の
「
合
理
性
」
で
あ
る
が
、
学
習
者
に
と

っ
て
何
よ
り
の
福
音
で
は
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
の
合
理
性
も
ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
語
本
来
の
も
の
で
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
た

と
え
ぱ
、
老
o
昌
g
の
簡
略
な
古
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
語
読
本
を
一

瞥
し
た
だ
け
で
、
冒
①
三
昌
電
『
8
ξ
智
仁
「
三
つ
の
冬
と
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
甘

十
」
（
O
O
」
9
N
・
違
）
、
ω
ぎ
色
昌
O
昌
0
9
色
茸
魯
「
七
度
と

七
十
」
（
ω
」
0
9
N
L
宗
）
と
い
っ
た
配
列
を
見
出
す
こ
と
が

で
き
る
（
十
四
～
十
五
世
紀
の
例
）
。
い
つ
か
ら
今
日
の
規
則

が
確
立
さ
れ
た
か
を
究
明
す
る
た
め
に
は
、
正
反
対
の
発
展
を

と
げ
た
デ
ン
マ
ー
ク
語
の
場
合
と
同
様
、
十
分
な
量
の
資
料
に

ま
ず
当
た
っ
て
み
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
続
く
）

　
（
1
）
o
畠
旨
①
－
く
ぎ
曾
吻
は
二
十
進
法
に
基
づ
く
数
え
方
で
あ
る
。

　
　
こ
の
種
の
数
詞
は
、
ラ
テ
ン
語
か
ら
受
け
継
い
だ
十
進
法
的
数
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詞
と
並
行
し
て
、
古
フ
ラ
ン
ス
語
期
か
ら
例
証
さ
れ
て
い
る
。

　
か
つ
て
は
三
百
六
十
ま
で
の
数
が
こ
の
方
式
で
表
さ
れ
得
た
が
、

　
徐
々
に
廃
れ
、
今
日
の
よ
う
な
状
況
に
至
っ
た
と
言
う
（
雲
雪
－

　
巨
畠
雪
■
旨
o
。
一
ω
p
ガ
ω
．
↓
o
。
声
）
。
こ
の
二
十
進
法
的
数
詞
の

　
起
源
に
関
し
て
は
、
ケ
ル
ト
の
言
語
基
層
や
ノ
ル
マ
ン
人
の
影

　
響
な
ど
諸
説
の
一
致
を
見
な
い
。
な
お
、
ベ
ル
ギ
i
・
ス
イ
ス

　
な
ど
で
は
、
七
十
・
八
十
・
九
十
に
対
し
て
ラ
テ
ン
語
起
源
の

　
留
冥
彗
貝
巨
津
嘗
亘
目
o
目
彗
8
が
用
い
ら
れ
る
（
巨
津
彗
註

　
は
ス
イ
ス
の
一
部
の
み
）
が
、
我
々
に
と
っ
て
は
こ
ち
ら
の
方

　
が
は
る
か
に
馴
染
み
や
す
い
（
勺
ユ
8
岩
竃
一
ω
二
匿
）
。
小
学

　
館
仏
和
大
辞
典
に
よ
る
と
、
ベ
ル
ギ
ー
の
成
句
に
①
昌
旦
ξ
胃

　
痔
ω
∋
o
房
岬
信
g
8
－
く
旨
阻
－
o
巨
冨
①
「
凝
り
に
凝
っ
た
表
現
を

　
用
い
る
」
と
い
う
の
が
あ
る
そ
う
だ
が
、
ま
さ
に
我
が
意
を
得

　
た
り
1
・
で
あ
る
。

（
2
）
　
こ
れ
も
二
十
進
法
的
表
現
で
、
た
と
え
ぱ
五
十
を
表
す

巨
斗
①
象
邑
ω
言
①
は
、
ド
イ
ツ
語
の
婁
麦
冒
「
ー
ケ
」

　
に
あ
た
る
臣
－
斗
篶
9
Ω
と
一
ミ
①
「
二
十
」
（
元
来
「
十
」
の
単
な

　
る
複
数
形
）
を
9
邑
①
「
回
」
で
結
ん
だ
も
の
で
あ
る
。
従
っ

　
て
、
泉
井
（
H
ミ
o
。
一
ω
■
N
崖
）
が
罫
一
茸
H
＆
ヱ
邑
ω
・
け
ミ
①
と
切
っ

　
て
い
る
の
は
誤
り
で
あ
る
（
早
稲
田
大
学
教
授
森
田
貞
雄
氏
の

指
摘
）
。
こ
れ
ら
の
数
詞
は
フ
ェ
ロ
ー
語
に
も
移
入
さ
れ
て
い

　
る
（
小
論
第
四
章
参
照
）
。
ゲ
ル
マ
ン
語
に
お
け
る
他
の
二
十

進
法
的
数
表
現
（
数
単
位
）
と
し
て
は
、
一
、
英
語
の
8
o
冨

　
（
中
英
語
ω
8
亮
く
「
計
算
の
た
め
の
刻
み
目
」
）
、
二
、
ド
イ
ツ

　
語
の
ω
ま
需
（
中
低
ド
イ
ツ
語
邑
①
q
o
）
や
オ
ラ
ン
ダ
語
の

　
ω
g
胴
（
中
オ
ラ
ン
ダ
語
邑
①
目
①
）
な
ど
（
語
源
不
詳
）
、
一
一
一
、
デ
ン

　
マ
i
ク
語
の
竃
窃
や
ノ
ル
ウ
ェ
ー
語
の
竃
9
ω
な
ど
（
〈
「
切

　
り
取
っ
た
枝
」
）
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
の
う
ち
二
は
ク
リ
ミ
ア

　
ゴ
ー
ト
語
に
9
晶
凹
「
二
十
」
と
し
て
例
証
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、

　
ス
ロ
ヴ
ィ
ン
ツ
語
（
ポ
ー
ラ
ン
ド
語
の
ポ
ン
メ
ル
ン
地
方
の
一

　
方
言
）
や
ポ
ラ
ブ
語
（
十
八
世
紀
前
半
ま
で
エ
ル
ベ
流
域

　
○
量
考
①
；
地
方
で
話
さ
れ
て
い
た
西
ス
ラ
ヴ
語
）
に
も
借
用

　
さ
れ
、
た
と
え
ぱ
後
老
で
は
ω
巨
①
q
「
二
十
」
、
S
奪
己
、
似
「
五
つ

　
の
二
十
（
百
）
」
と
し
て
記
録
さ
れ
て
い
る
（
ω
ξ
『
冒
－
畠
メ
ω
．

　
○
杜
－
一
〇
〇
目
弓
庁
－
㊤
㊤
ド
ω
．
べ
↓
N
戸
べ
o
o
o
1
『
o
0
N
）
。

（
3
）
　
「
不
合
理
」
と
言
っ
て
も
、
そ
れ
は
今
日
我
々
が
親
し
ん
で

　
い
る
十
進
法
、
そ
し
て
ア
ラ
ビ
ア
数
字
に
よ
る
表
記
法
の
立
場
一

　
か
ら
の
判
断
に
過
ぎ
な
い
こ
と
を
、
こ
こ
で
確
認
し
て
お
く
。

（
4
）
　
十
進
法
以
前
に
四
進
法
等
の
前
段
階
が
あ
っ
た
と
も
想
定

　
さ
れ
て
い
る
。
ω
〔
－
『
與
庄
①
『
（
｛
竃
P
ω
・
①
⇒
）
お
よ
び
竃
①
亨

邑
轟
實
（
阯
岩
鼻
｝
庄
．
ポ
ω
．
ω
ω
声
）
参
照
。

（
5
）
　
ゴ
ー
ト
文
字
に
よ
る
数
記
号
に
関
し
て
は
、
甲
凹
…
①
＼

雲
雲
長
臣
易
（
■
睾
ω
一
ω
」
－
）
等
を
参
照
。

（
6
）
　
ク
リ
ミ
ア
ゴ
ー
ト
語
に
関
し
て
は
ω
S
邑
直
一
（
岩
量
ω
・

農
ω
占
雷
）
を
参
照
。

（
7
）
　
古
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
語
以
外
の
古
北
欧
諸
語
に
関
す
る
研
究
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は
、
手
許
の
資
料
（
一
次
・
二
次
文
献
と
も
）
が
不
十
分
の
た

　
め
、
今
回
は
見
送
り
、
第
四
章
に
お
い
て
必
要
に
応
じ
て
言
及

　
す
る
に
と
ど
め
る
。

（
8
）
　
類
似
の
現
象
は
現
代
ド
イ
ツ
語
の
時
刻
表
現
に
も
見
ら
れ

　
る
。
つ
ま
り
、
「
二
時
半
」
の
こ
と
を
臣
亭
串
ム
と
言
い
、
ま

　
た
、
地
域
に
よ
っ
て
は
二
時
十
五
分
・
四
十
五
分
の
こ
と
を
、

　
そ
れ
ぞ
れ
＜
…
胃
註
－
o
『
9
そ
し
て
o
冨
｛
＜
庁
斗
色
庄
篶
－
と
言
う
。

　
こ
れ
ら
の
う
ち
、
「
半
」
に
よ
る
表
現
は
他
の
ゲ
ル
マ
ン
諸
語
や

　
プ
ラ
ヴ
諸
語
に
も
存
在
す
る
（
チ
ェ
コ
語
に
は
「
1
T
」
に
よ

　
る
表
現
も
あ
る
と
言
う
）
。
こ
の
よ
う
な
言
い
方
が
≦
雪
匡

　
§
、
亭
色
の
よ
う
な
減
算
的
表
現
（
註
u
参
照
）
と
は
画
然
と

異
な
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
、
念
の
た
め
確
認
し
て
お
く
。

（
9
）
　
こ
こ
で
用
い
ら
れ
て
い
る
「
帯
分
数
」
轟
亭
冒
嚢
は
本

　
来
「
三
番
目
の
半
分
の
」
で
あ
り
、
ド
イ
ツ
語
の
亭
葦
ζ
亭
や

　
デ
ン
マ
ー
ク
語
の
ブ
巴
茸
『
＆
ω
巨
宗
ξ
く
O
「
五
十
」
の
訂
一
く
－

弐
①
9
o
（
註
2
参
照
）
と
と
も
に
、
一
種
の
◎
冨
轟
庄
妻
竺
昌
－

　
塁
巨
昌
胴
と
見
な
す
こ
と
が
で
き
る
（
…
①
昌
巨
潟
『
■
竃
o
。
一

　
｝
o
」
一
ω
’
8
）
。

（
1
0
）
　
「
十
二
」
を
用
い
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